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FSO Newsletter Vol. 1では，5つの重点研究プログラムのうち3つを紹介しましたが，今回は今年度から重点
研究プログラムに指定された2つについて紹介いたします。












































































代謝恒常性の維持に重要な機能を果たすことを明らかにした (Nat Med. 10:168, 2004.）。さらに，
中枢神経のインスリン受容体の活性化に伴い，肝臓でIL-6産生が促され，IL-6のパラクライン機構に
よってSTAT3が活性化し糖新生系遺伝子発現が低下するという，新規な中枢神経インスリン作用の肝糖
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編集後記
　今年は，雪が多いです。昼に融けてくれるのが救いです。さて，今回は，遅くなりました
が，平成19年度の重点研究プログラムのうち，まだ紹介していなかった2つのプログラムと，
今年度から導入されたテニュア・トラック特任教員の方を取り上げました。また，競争的研
究資金に関わるトピックを2つ紹介しました。みなさまの参考になれば幸いです。
　文責　稲垣　美幸　
